
 

 
明日香村の令和元年度一般会計決算は、歳入３９億４，０３０万円、歳出３５億６，７７２万円で、前年度と比べると歳入で 

１億７，４３４万円、４．２％減、歳出で１億１，４３０万円、３．１％の減となりました。また、一般会計と７特別会計、水道事業会

計並びに下水道事業会計の１０会計を合算すると、歳入６１億４，９９７万円、歳出５９億４，７２６万円となり、前年度と比べる

と歳入で６８８万円、０.１％増、歳出で２億４０２万円、３．６％増となりました。一般会計の歳入総額から歳出総額を差し引い

た額のうち、次年度に繰り越す事業に必要な財源２，１８２万円を差し引いた実質収支額は３億５，０７６万円の黒字となりま

したが、依然として地方交付税や国県支出金など依存財源にたよった決算となっています。 
   一般会計歳入                      一般会計歳出（費目別）                    一般会計歳出（性質別） 

            （単位：千円）                              （単位：千円）                           （単位：千円） 

 

 

            （歳入 3,940,298,143 円）                                            （歳出 3,567,718,824 円） 

      ※諸支出金については、基金積立金、特別会計繰出金等 

会計別歳入歳出決算             （単位：円）                     基金及び起債の状況       （単位：円、％） 

 

区  分 内               容 

整備計画等推進事業 

【総合政策課】 

・県や関係各省庁と協議を行い「明日香村特別措置法」に基づく第５次明日香村整備計画策定及び歴史的風土創造的活用事

業交付金の増額を獲得。（議連及びＰＴ合同総会）（明日香村小委員会）（歴史的風土部会）（関係機関連絡会議）                                
１，７５７，６３６円 

総合計画策定事業 

【総合政策課】 

・令和２年度から１０年間の第５次明日香村総合計画を策定。 

（策定審議会開催）【H30～】 
５，６２４，０３５円 

道路整備事業 

【地域づくり課】 

・道路改良工事（村道地ノ窪線等）を継続して実施。【H17～Ｒ2】     

Ａｓ舗装 A=2,750 ㎡、防護柵 L=368ｍ等  用地買収 A=161.17 ㎡ 
８３，５５５，１４７円 

水道施設整備事業 

【地域づくり課】 

・老朽管更新工事（御園・橘・上居、L=666.9ｍ）及び受水地点増設整備工事（真弓）等を実施。 

・飲料水供給施設（尾曽）のろ過機能の改善のための更新工事を実施。 

８３，５８９，７８０円 

１６，５００，０００円 

下水道施設整備事業 

【地域づくり課】 

・生活環境の改善と公共用水域の水質保全を図るため、下水道施設整備工事（真弓）を実施。 

  マンホールポンプ施設 １機場、Ａｓ舗装 A=5,074 ㎡ 
５４，４７８，５００円 

 

区  分 内               容 

公共交通運行事業 

【総合政策課】 

・村民の交通手段を確保するため、赤かめ周遊バスや金かめ乗合交通、コミュニティータクシーの運行を実施するとともに、八

木下市線、桜井飛鳥線の路線バス維持の負担を実施。 

・高齢者等の外出支援を行うため、福祉運賃を設定。 

・公共交通網を確立するため、主に赤かめ周遊バスには観光来訪者の利用促進を実施。【H15～】 

３８，２０２，９５３円 

地域防犯推進事業 

【総務財政課】 

・地域の防犯力の向上を図るため、防犯カメラ及び防犯灯 LED 化に対する補助並びに防犯灯の修繕を実施。 

（防犯灯 LED 化補助 21 大字 197 基、防犯カメラ補助 3 大字、防犯灯修繕 9 基）【H30～】 
５，１５５，１８０円 

災害対策事業 

【総務財政課】 
・地震や局地的豪雨などの自然災害に備えて、備蓄品等の充実を図った。【H21～】 ３，２３５，３８３円 

防災・安全社会資本整備交

付金事業 

【地域づくり課】 

・円滑な走行環境と安心安全な通行の確保を図るため、幹線道路等の舗装修繕、減速線及び電光表示板の設置等 

  Ａｓ舗装（村道御園・真弓１号線） A=639 ㎡、減速線及び電光表示板設置（村道飛鳥 29 号線他）  

・事後的な修繕及び架替えから、予防・計画的なものへの転換により、橋梁の長寿命化及び修繕費用の縮減を図るため、長寿

命化修繕計画を策定。 

１１，１３０，９００円 

 

３，５９０，０００円 

 

会 計 区 分 歳 入 歳 出 差 引  区 分 平成 30 年度末 令和元年度末 増減率 

一 般 会 計 3,940,298,143 3,567,718,824 372,579,319  

基 

 

金 

財政調整基金 385,900,514 402,797,071 4.4 

特 

 

別 

 

会 

 

計 

整備基金 39,007,732 37,331,616 1,676,116  減債基金 164,256,097 164,404,854 0.1 

高松塚壁画館受託事業 13,542,294 13,542,294 0  役場庁舎建設基金 847,234,437 858,660,211 1.3 

国民健康保険(事業勘定) 785,265,137 805,971,954 △20,706,817  文化財保存基金 86,603,058 85,672,720 △1.1 

〃   (診療施設勘定) 19,312,400 19,312,400 0  応援基金 47,878,815 58,410,933 22.0 

後期高齢者医療 98,279,618 98,268,918 10,700  その他の基金 3,586,663,592 3,597,508,218 0.3 

介護保険(事業勘定) 620,735,743 600,314,697 20,421,046  合 計 5,118,536,513 5,167,454,007 1.0 

〃 (サービス事業勘定) 5,021,610 5,021,610 0  

起 

 

債 

一般会計 2,972,099,821 3,040,673,824 2.3 

飲料水供給施設事業 20,847,631 20,847,631 0  特別会計 0 6,600,000 皆増 

公有地等住宅開発事業 912,000 912,000 0  水道事業会計 632,432,310 620,651,328 △1.9 

小 計 1,602,924,165 1,601,523,120 1,401,045  下水道事業会計 1,690,496,274 1,578,101,339 △6.6 

水道事業会計 219,807,713 305,619,828 △85,812,115  合 計 5,295,028,405 5,246,026,491 △0.9 

下水道事業会計 386,940,057 472,401,897 △85,461,840  （※出納整理期間を含む。） 

合 計 6,149,970,078 5,947,263,669 202,706,409 

    

第４次整備計画事業の推進 生活環境及び産業基盤の整備 

令和元年度決算の概要 

安全で住みたくなるまちづくりの推進 防災、医療・福祉・子育て、教育の充実 

地方交付税

1,700,570 

43.2%

国県支出金

760,313 

19.2%

繰越金

432,613 

11.0%

村 税

429,244 

10.9%

村 債

288,629 

7.3%

譲与税交付金

134,999 

3.5%

その他

193,931

4.9%

総務費

819,838

23.0%

教育費

643,930

18.0%

民生費

462,370

13.0%

諸支出金

409,289

11.5%

農林商工費

330,592

9.3%

公債費

251,121

7.0%

衛生費

236,281

6.6%

土木費

217,532

6.1%

消防費

135,457

3.8%

その他

61,309

1.7%

物件費

826,050

23.2%

人件費

823,191

23.1%

普通建設事業費

520,009

14.6%

補助費等

474,242

13.3%

扶助費

261,869

7.3%

公債費

251,121

7.0%

繰出金

202,404

5.7%

投資及び

出資金

133,340

3.7%

その他

75,493

2.1％

※    は新規事業 

※令和元年度に下水道事業が特別会計から公営企業会計へ移行。 



  

区  分 内               容 

医療費助成事業 

【住民課】 

・必要とする医療を容易に受けられるように、心身障害者医療費、子ども医療費及びひとり親等医療費等の自己負担分の一部

を助成。 
２７，７９３，１４３円 

クリーンセンター管理運営事

業 

【住民課】 

・飛鳥地方における広域行政の連携を図り、可燃ごみの焼却処理を橿原市に委託し、生活環境の保全と安定したごみ処理を

実施。 

・焼却業務の移行に伴う施設再整備、備品購入及び跡地利用のための基本設計を策定。 

６６，３６５，３０８円 

 

２８，３０９，２００円 

健康づくり事業 

【健康づくり課】 

・特定健診に特化したあすか健康プロジェクト事業【H24～】や健康ステーション事業【H29～】、糖尿病等治療勧奨事業【H30～】

等を継続実施し、疾病の予防、重症化の強化を図る。また、職域連携により、相互に健診受診者を募るとともに健康事業の参

加者に健康ポイントを付与し多世代にわたる健康意識の向上を図った。健康応援団会員数 891 名 

１９，４４９，０４０円 

地域包括ケア体制構築事業 

【健康づくり課】 

・地域包括支援センターを拠点とし、社会福祉協議会等と連携し、地域サロンの活動【H27～】やあすか長活き体操【H30～】を

継続し、身近な場所で定期的に集いながら見守りや安否の活動を図った。また、認知症についての理解を深めるため、地域の

人や専門家と相互に情報を共有する交流の場（オレンジカフェ・和み）の開設【R1～】や地域ケア会議を開催し、地域で支え合う

環境の整備を図った。サロン活動箇所数 21 箇所 

５７，４５５，４１１円 

子ども子育て支援事業の推進 

【住民課・健康づくり課・教育

文化課】 

・子育て世代包括支援センターでは、総合相談窓口での母子の健康管理、虐待防止、また、子育て交流や教室の実施、アプリ

による情報の配信等、子育て世代の包括的な支援の運用を実施。【H28～】アプリ会員数 192 名 

・風疹抗体検査【R1～】・不妊治療費助成【H28～】・妊産婦健診助成【H18～】・給食費負担軽減【H28～】・幼稚園保育料等軽減

事業【H28～】や出産お祝金、小・中学校への新入学児童・生徒へお祝金の支給【H29～】を継続し、子育て世代の経済的な負

担の軽減を図った。また、幼児教育、保育、一時預かり、ファミサポ、障害児通園施設等の利用者負担の無償化を実施。 

・引き続き放課後児童健全育成事業を空き教室を利用して実施し、保護者が就労等で昼間家庭にいない小学生に対し適切な

生活や遊びの場の提供。 【H25～】利用児童数 54 名（通年 48 名 夏休みのみ 6 名） 

２０，７３０，３３６円 

 

９，８３１，００３円 

 

 

１０，０９３，９７３円 
 

幼小中学校経営事業 

【教育文化課】 

・小規模校のメリットを活かし、明日香の特色ある教育として、幼小中一貫教育、英語教育や郷土学習の充実を図った。併せ

て、郷土学習の副読本（後期）の改訂も行った。 

・いじめ、不登校、特別な支援を要する子どもたちへの教育相談員（臨床心理士）や特別支援員も配置し、少人数学級編成によ

る一人ひとりへのきめ細やかな指導により、学力の向上と自立した感性豊かな子どもたちの育成を図った。 

４７，５７８，３７９円 

学校施設環境整備事業 

【教育文化課】 
・子どもたちが安心・安全に学習できる環境整備と老朽化した給食センターの設備更新を行った。 

幼稚園・中学校空調機器等設置工事（繰越明許分）、給食センター設備改修工事、通学路防犯灯（ＬＥＤ）設置工事 
８２，１４４，９４０円 

 

区  分 内               容 

定住促進事業 

【総合政策課】 

・空き家を有効活用し定住促進を図るため、空き家バンク制度に基づく支援を実施。【H21～】 

（登録奨励金 5 件、仲介補助金 10 件、動産整理費用補助金 3 件、ﾘﾌｫｰﾑ工事補助金 5 件、不動産流動化対策補助金 3 件） 

・子育て世帯の定住促進を図り、世代間のバランスがとれた人口構成の実現と活気ある村づくりを目指すため、住宅を新築さ

れた方に対し、助成を実施 18 件。【H28～】 

・阪合地区の住宅開発事業地「檜前いおり野」において、子育て世代をターゲットとした入居の促進と住宅建設の際の景観誘導

を実施。 入居件数 21 件【H28～】 

１０，４２８，９２０円 

 

１８，０００，０００円 

 

９１２，０００円 

空き家等の対策及び活用事業 

【総合政策課】 
・既存建物を改修し商業施設として活用する際のリフォームに対し一部助成を実施。（2 件） ４，０００，０００円 

担い手育成支援事業 

【産業づくり課】 

・農業従事者の高齢化や担い手不足が進展するなか、持続的な営農活動が行えるよう、新規就農者や認定農業者等が行う生

産活動の支援を実施。 （農業次世代人材投資事業（新規就農者支援）3 名、農業後継者支援事業 2 名） 【H22～】 
３，６８２，７７３円 

有害獣対策事業 

【産業づくり課】 

・有害鳥獣による農作物の被害を抑えるため、猟友会及び捕獲専門員と連携し、個体数の減少に継続的に取組むとともに、新

たに大字への忌避剤配布や効率的対策に向けた野生獣行動調査、林縁部緩衝地帯として広葉樹植栽を実施。【H23～】   

捕獲数 138 頭（イノシシ 62 頭、シカ 68 頭、アライグマ 8 頭） 

１３，９２９，７１０円 

 

区  分 内               容 

世界遺産登録推進事業 

【総合政策課・文化財課】 

・世界遺産登録推進協議会を中心として、専門家のアドバイスを受けながら推薦書素案を作成し、文化庁へ提出。併せて、周

知・啓発活動として講演会を実施。【H18～】 
２，８６１，５００円 

観光活性化事業 

【産業づくり課】 

・明日香村の歴史・文化・自然などの地域資源を広くＰＲするとともに、観光来訪者の受入環境充実化を実施。 

観光事業者等の Wi-Fi 導入経費の支援（3 施設）、トイレの洋式化（3 基・明日香の夢市）、観光プロモーション会等への参加 
２，３４２，４９１円 

観光交流活性化事業 

【産業づくり課】 

・明日香の価値（歴史・文化・自然等）を国内外に広く発信するため、また来訪客増加と交流促進による地域活性化に向けて光

の回廊、古都飛鳥文化祭等の観光イベントを開催。 
８，５７９，７６１円 

旅行商品等造成事業 

【産業づくり課】 

・飛鳥観光協会と連携し、周遊促進と滞在時間の延長による観光消費の増加に向けて、地域の観光資源を活かした着地型旅

行商品の造成及び体験メニューの開発を実施。（造成プログラム 9 プログラム） 
３，５３０，０００円 

教育旅行推進事業 

【産業づくり課】 

・地域の特性を活かした滞在型の体験交流プログラムとして、国内外から教育旅行の誘致を促進し、地域の活性化及び地域経

済の発展を図った。【H23～】（受入泊数 5,201 泊） 
２，０００，０００円 

情報発信基盤整備事業 

【産業づくり課】 

・明日香村の情報を分かりやすく効果的に発信できるガイドブックや SNS 等の情報基盤整備を実施。 

 (総合パンフレット等作成、あすかナビの管理及び更新、ポータルサイトのリニューアル、外国人向け情報サイトへの掲載) 
７，９０５，０００円 

飛鳥宮跡保存活用事業 

【文化財課】 

・飛鳥宮跡の確実な保存と有効な活用に向け、県と連携して史跡の追加指定及び公有化を促進し、飛鳥宮跡活用委員会を設

置して、保存活用計画を策定中。【H25～】 史跡指定面積 36,537.28 ㎡ 
２７６，５８０円 

牽牛子塚古墳等整備事業 

【文化財課】 

・牽牛子塚古墳と越塚御門古墳の保存・活用に向けて整備工事を実施。 

史跡地整備（遺構保護施設工（越塚御門古墳復元）・補強盛土工等）【H25～R3】 
１１０，１７２，３１１円 

 

区  分 内               容 

村民協働事業 

【総合政策課】 

・景観づくり協議会による景観形成活動に対する景観配慮意識向上への支援を実施。【H23～】  ３６５，５００円 

・大字単位の景観、環境美化の維持・保全及び伝統行事の継承に対する支援を実施。【S55～】 ４０，７３９，４５０円 

・住宅等の新増改築に伴う屋根、外壁及び石積みに対する支援を実施。【S55～】  ５３，４３２，８００円 

地域おこし協力隊事業 

【総合政策課】 

過疎地域に認定された本村において、地域外から定住し、活動を行う人材の積極的な受入を実施。 

（農業分野 1 名、観光分野 2 名）【H29～】 
９，６３５，３６９円 

芸術文化事業 

【教育文化課】 

・村内在住の芸術家や招待作家による芸術イベントの開催、各種公民館講座の開催や公民館利用団体や子どもたちの日頃の

練習成果を発表する場を設けるなど、村民と来訪者、世代を超えた交流や文化の継承を促した。 
１２，４８９，４０７円 

飛鳥ハーフマラソン事業 

【教育文化課】 

・２０２０東京五輪に向け、スポーツへの興味関心が高まる中、令和２年度での第１回飛鳥ハーフマラソン大会開催を目指して

準備を進めた。 
１１，６０１，０３０円 

新庁舎建設推進事業 

【総合政策課】 
・新庁舎建設に係る基本設計の作成及び基本設計を基に、実施設計と施工を行う事業者の選定作業を開始。用地取得に向け

た収容用法に基づく事業認定を取得し、用地交渉を実施。 
４９，３１５，９７７円 

新しい流れを興し、働く場の創出 住まい、働く場所、新規就農の充実 

飛鳥の魅力を磨き、来訪者増加の推進 文化財、情報発信、来訪者への案内機能の向上 

村民等との協働 地域住民、各種団体、企業、ＮＰＯ、学校等との連携・協働 


